
６月１１日(土) 防災の集い   ６月２５日(土) 有価資源ごみ回収日  

有価資源ごみ回収日  ６月２６日(日) 里山づくり 

６月１９日(日) ミニテニス大会   ６月３０日(木) 大型資源ごみ（キャンペーン実施） 

自治会役員会   ７月 ２日（土） H＆T管理組合理事会 
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５
月
２９
日
（
日
）
ヒ
ロ
バ
ｄｅ
フ
リ
マ
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
で
、
会
場
は
管
理
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

と
な
り
ま
し
た
。
延
べ
４００
名
と
大
勢
の
方

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

自
治
会
は
今
回
か
ら
新
た
な
試
み
と
し

て
「
防
災
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し

て
、
「目
黒
巻
を
つ
く
ろ
う
」「防
災
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
目
黒
巻
」
と
は
、
東
京
大
学
の
目
黒
教

授
が
考
案
し
た
、
想
定
し
た
災
害
に
対
し

て
発
生
時
か
ら
時
系
列
で
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
を
、
「
巻
物
」
に
書
き
と
め
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
で
す
。 

こ
う
し
た
活
動
が
非
常
時
に
少
し
で
も

役
立
て
れ
ば
と
願
い
ま
す
。 

    

                      

 
 

    

        

  

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
の
反
省
会
で
は
、
出

店
者
の
方
か
ら
、
い
ろ
ん
な
改
善
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
次
回
に
活
か
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

     

義
援
金
は
、
大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福

祉
協
議
会
経
由
で
中
国
新
聞
社
に
納
金

さ
れ
ま
し
た
。
６
月
３
日
の
中
国
新
聞
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
義
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
を
通
じ
て
現
地
の
救
済
活
動
等

に
使
わ
れ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

第
１３
回 

ヒ
ロ
バ
ｄｅ
フ
リ
マ
開
催
さ
れ
る 

これから 1 ヶ月の行事予定 

 

＜当日のようす＞  

 

１
万
４
千
２
百
２
十
円

の
募
金
が
あ
り
ま
し

た
。
募
金
活
動
へ
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 



   
５
月
２１
日(

土
）に
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
自
治
会
は
、

平
成
２６
年
の
土
砂
災
害
被
災
地
の
ひ
と
つ
で

あ
る
小
原
（
こ
ば
ら
）
自
治
会
に
環
境
美
化
部

が
育
て
て
い
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
苗
を
育
苗

見
本
と
し
て
貸
し
出
し
ま
し
た
。 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
山
根
環

境
美
化
部
長
が
花
を
種
か
ら
育
て
る
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
知
っ
た
安
佐
南

区
役
所
地
域
起
こ
し
推
進
課
か
ら
、
小
原
地

区
種
ま
き
活
動
へ
の
指
導
依
頼
が
打
診
さ
れ
、

協
力
し
ま
し
た
。 

今
年
度
、
安
佐
南
区
は
、
被
災
地
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
を
種
か
ら
咲
か
せ
よ
う
と
い
う
運
動

中
で
第
１
回
実
施
団
体
が
小
原
自
治
会
で
す
。

当
日
は
、
小
原
自
治
会
の
未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者
他
約
４０
名
で
、
種
ま
き
・水
や
り
を
実

際
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

企
画
主
催
者
で
あ
る
、
安
佐
南
区
役
所
・広

電
建
設
㈱
、
そ
し
て
小
原
自
治
会
役
員
の

方
々
か
ら
と
て
も
感
謝
さ
れ
、
和
や
か
な
種
ま

き
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
  ア

ー
バ
ン
住
区 

昨
年
度
に
続
き
住
区
長
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
、
今
年
度
は
本
部
の
副
会
長
も
兼

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

に
住
ん
で
２０
年
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
、

た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
世
話
に
な
り
、
多
く

の
経
験
と
学
び
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
住
区
役
員
や
管
理
組
合
の
理
事
の

皆
さ
ま
と
協
力
し
合
っ
て
、
少
し
で
も
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

住
区
長 

若
本
智
子  

ス
テ
ー
ジ
住
区 

平
成
２８
年
度
ス
テ
ー
ジ
住
区
長
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
Ａ
７
０
１
の

金
森
で
す
。 

「安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
街
」 

「生
活
環
境
の
充
実
し
た
街
」 

こ
の
根
底
に
あ
る
も
の
の
ひ
と
つ
と
し
て

「
住
人
同
士
の
交
流
」
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。 

年
間
の
活
動
や
行
事
を
通
じ
て
、
皆
様
の

交
流
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
役
員
の
方
・そ
う
で
な
い 

 

方
を
問
わ
ず
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。  

 

住
区
長 

金
森 

健
児 

   Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
里
山
は
今
が
一
番
の
見
ご

ろ
で
す
。
雨
上
が
り
の
早
朝
が
特
に
お
勧
め

で
す
。 

       ア
ジ
サ
イ
ロ
ー
ド
の
近
く
に
は
、
珍
し
い
キ

シ
ョ
ウ
ブ
や
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
も
咲
い
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
散
策
し
て
み
て
下
さ
い
。 

   

ヒ
ロ
バ
ｄｅ
フ
リ
マ
で
実
施
し
た
防
災
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
の
答
え
で
す
。(

解
説
は
次
号
で) 

１
．
避
難
場
所
は
？ 

・大
塚
小
学
校 

２
．
近
く
に
あ
る
活
断
層
は
？ 

・己
斐
断
層 

・五
日
市
断
層 

３
．
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
ど
う
す
る
？ 

・机
の
下
に
か
く
れ
る
。 

・ト
イ
レ
や
お
ふ
ろ
に
逃
げ
る
。 

 

・ド
ア
な
ど
の
出
入
口
を
開
け
て
お
く
。 

４
．
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
危
険
な
場
所
は
？ 

「
ス
テ
ー
ジ
の
裏
山
に
お
ば
け
が
で
る
」

以
外
の
す
べ
て
が
正
解
で
す
。 

  

６
月
１９
日(

日)

に
開
催
さ
れ
る
第
１８
回

大
塚
学
区
ミ
ニ
テ
ニ
ス
大
会
に
参
加
さ
れ
る

方
は
、
大
塚
小
学
校
体
育
館
で
８
時
か
ら
受

付
が
開
始
で
す
。 

今
後
、
以
下
の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

８
月
２１
日
（
日
） 

親
子
３
代
ソ
フ
ト
バ
レ
ー 

９
月
１８
日
（
日
） 

球
技
大
会 

１０
月
３０
日
（日
） 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

１１
月 

６
日
（日
） 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

１１
月
２７
日
（日
） 

自
治
会
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

平
成
２９
年
２
月
２６
日
（
日
） 

卓
球
大
会 

＊
日
程
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

＊
詳
細
案
内
は
回
覧
板
・自
治
会
Ｈ
Ｐ
で
。 

安
佐
南
区
八
木
地
区
へ
苗
の
貸
出 

防
災
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
答
え 

新
年
度
を
迎
え
て 

花
の
あ
る
風
景 

体
育
部
か
ら 

 

↓
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ 

↓
こ
れ
か
ら
見
頃
の
ア
ジ
サ
イ
ロ
ー
ド 

↓
キ
シ
ョ
ウ
ブ 



「Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
鳥
た
ち
」連
載
の
開
始 

子
ど
も
会
か
ら 

自
治
会
か
ら 

 

  

親
子
で
小
鳥
の
巣
箱
を
作
ろ
う 

（
里
山
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
） 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
自
治
会
は
、
石
の
公
園
周
辺

を
中
心
に
し
て
山
道
や
花
壇
の
整
備
な
ど

里
山
づ
く
り
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
活
動
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
子
ど
も
達

が
山
で
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

今
回
は
、
子
ど
も
達
が
つ
く
っ
た
巣
箱
を

整
備
さ
れ
た
里
山
に
設
置
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
里
山
に
季
節
ご
と
飛
来
し
て
く
る
鳥
た

ち
の
勉
強
も
行
い
ま
す
。
こ
う
し
た
体
験
を

と
お
し
て
、
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
街
が
子
ど
も
達

の
「
ふ
る
さ
と
」
の
記
憶
と
な
る
機
会
を
提

供
す
る
た
め
に
体
験
学
習
を
実
施
し
ま

す
。 （主

催
） 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
自
治
会 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
子
ど
も
会 

（支
援
） 

Ａ
Ｎ
Ｃ
（老
人
会
） 

（日
程
） 

７
月
３０
日
（土
） 

内
容
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

           

 
  

６
月
２５
日
（土
）
１１
時
か
ら
子
ど
も
会
で

七
夕
の
飾
り
付
け
を
行
い
ま
す
。 

今
年
も
管
理
セ
ン
タ
ー
前
、
イ
ー
ス
ト
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
、
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
３

箇
所
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

各
箇
所
に
短
冊
を
用
意
い
た
し
ま
す
の

で
、
皆
様
の
願
い
事
も
結
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。  

 

子
ど
も
会
会
長 

山
口 

    

 

今
、
ツ
バ
メ
が
巣
作
り
を
し
て
い
る
様
子

を
み
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ツ
バ
メ
は
渡
り

鳥
で
子
育
て
を
す
ま
せ
て
帰
っ
て
い
き
ま
す

が
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
ご
存
知
で
す
か
？ 

 

（答
・記
事
末
に
掲
載
） 

こ
の
よ
う
に
次
号
か
ら
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
で
み

ら
れ
る
鳥
た
ち
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
よ

う
で
知
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
パ
レ
ッ
ト
に
お

住
い
の
勝
尾
さ
ん
に
「
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
鳥
た

ち
」で
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

勝
尾
さ
ん
は
平
成
２７
年
度
に
自
治
会
で

役
員
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁
で
、 

 

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
趣
味
で
写
真
も
撮

影
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

ニ
ュ
ー
ス
で
街
中
や
里
山
で
み
ら
れ
る
鳥
た

ち
を
紹
介
す
る
記
事
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

       

賛
助
会
員
コ
ー
ナ
ー 

今
年
度
４
月
か
ら
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
中
国

株
式
会
社
西
風
新
都
店
が
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
自

治
会
賛
助
会
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
ニ
ュ
ー
ス
を
お
持
ち
し
、
津

田
店
長
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
西

風
新
都
店
は
店
長
を
は
じ
め
９
名
の
ス
タ
ッ

フ
で
、
「
メ
ー
カ
ー
を
問
わ
ず
タ
イ
ヤ
交
換

や
空
気
圧
調
整
な
ど
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。
店
内
に
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ

Ｙ
ニ
ュ
ー
ス
を
置
い
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

     

 

メ
リ
ィ
ハ
ウ
ス 

皆
様
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

早
い
も
の
で
も
う
６
月
で
す
ね
。 

こ
の
度
、
通
常
の
施
設
見
学
と
は
異
な
り
、

入
居
型
の
体
験
ツ
ア
ー
（
１
泊
２
日
）
を
企
画
し

ま
し
た
。
第
１
弾
と
し
て
６
月
１４
日(

火)

か
ら

開
始
し
ま
す
。 

ご
希
望
の
催
し
物
や
体
操
な
ど
選
ん
で
い
た

だ
き
、
入
居
者
様
と
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と

よ
っ
て
メ
リ
ィ
ハ
ウ
ス
の
生
活
を
実
感
し
て
頂
け

る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
、
是
非
こ
の
機
会
に
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
ま
せ
。 

お
問
合
わ
せ
は
お
気
軽
に 

メ
リ
ィ
ハ
ウ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

 

０
１
２
０-

６
５-

３
９
３
９ 

  

 

 

↑昨年の短冊 

↑製作予定の巣箱 

（答
え
） 

ツ
バ
メ
は
マ
レ
ー

半
島
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
な
ど
南
の

国
か
ら
飛
来
し
て

い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 フォレスト管理組合  

熊本の地震災害から早や１ヶ月以上が経ちました。 

広島の安佐南区を襲った大雨土砂災害からは２年が経とうとしています。 

災害はいつ身の回りで起きるかわかりません。「備えあれば憂いなし」と、よく言われますが、常日

頃から「心身」ともに備えておくことが賢明と言えます。災害のニュースを見聞きする度に「心身」の

「心」の方の準備はできますが、「身（体）」＝「形」の方の準備はなかなかうまくできないものです。そ

のためには近年盛んに言われているミニネットワークづくりが備えの一助になることは言うまでもあり

ません。 

今、どの住区でも自治会と協力しながらその仕組みづくり、班づくりに着手しています。居住者の皆

さんにおいては是非ご協力をお願いいたします。 

もちろん、いくらミニネットワークが構築されているからと言って 100％安心な訳もなく、災害時には

混乱してしまう事態も起きます。 

ただ、近所であろうとなかろうと、知っていようといなかろうと、こだわることなく、いつ、どこででも人

道的に助け合える精神（気持ち）が何よりも大切であるということを日頃から心がけておくことが、より

備えを強固にすると個人的には思っていますが…。 

住区管理組合 

ステージ管理組合  

■駐車場の利用について 

 ステージ住区の駐車場は屋内にあり、台風等の強い風雨の日や夜中でも安心して車の乗り降りがで

きる、大変に恵まれた環境にあります。 

 しかしながら、一部の平面駐車場ではありますが、交換用のタイヤやキャンプ用品等の私物が置か

れている状態が見うけられます。 

 本来、駐車場は車を駐車するためだけに使用が認められているスペースであり、駐車する車以外は

私物を置いておくことはできません。 

 置いてある私物は可燃性の物も多く、防犯上、防災上の観点からも好ましいものではなく、見た目も

決してよいものではありません。 

 また、一部の機械式駐車場の脇のスペースや機械式駐車場の駐車台の上にも私物が置かれている

状態があり、隙間に入った場合、機械式駐車場の故障の原因にもなりかねません。 

 大変に恵まれた環境にあるがゆえ、守らなければならないルールがあります。 

 住区の皆様には、住環境の向上のため、適切な利用を心がけていただくようご協力をお願いいたしま

す。 

  私的流用 

                                  日本の首都東京では、トップによる公金の私的流

用疑惑（執筆現時点）が取りざたされ、大変な問題になっています。都民ではない私たちにとっては、

直接関係はありませんが、都民の納得できない気持ちはよくわかります。 

さて、管理組合で考えると毎月徴収される管理費、修繕積立金が、みんなのお金という意味では、公

金に近いものではないでしょうか。規約には、管理費、修繕積立金ともに使い道が定められています。

管理組合ごとに独立した会計になっており、補てんしあうことはできません。また、たとえ募金や寄付な

ど社会的に良いとされる事であっても使うことはできません。 

もちろん、私的流用など、もってのほかです！！ 

規約で 
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